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阪大 オ リジナルの源 流10年 ひ とむか し

長 谷 田 泰 一 郎

この10月 には第100号 にな るか ら何 か書 き ませ ん か とお誘 いを戴 い て、 この25年 の越 し方 往 く末 を想

い返 して い たの です が 、 フ トこの間KamerlinghOnnes*がLeiden大 学 で低 温 の研 究 を ス ター トした

時 に創 刊 したCommun童catiorlsfromtheLaboratoryofPhysicsattheUniversityofLeiden一

一 少 し古 い先生 方 はLeidenComm .と い う名 で よ く御 存 知 だ った低 温 の源 流誌 一 の創 刊 号 の、 そ こ

にあ るに ちがい ないK.O.の 序文 をみて み よう と思 い つい た ことか ら始 ま ったお話 で す。

残 念 な が ら創 刊 のadressは 見 つ か らな か ったの です が 、先 ず は1885年 のNo.1にDr.J.P.Kuenenと

い う名 前 をみ つ けて10年 の既 知 に め ぐ り合 った 思 いで した。 このKuenenは1908年7月8日 のLeiden

にお け るHe液 化成 功 当 日のす べ て が記 載 されて い るLeidenComm.のNo.108号(1908年)の 中 にliq.

Heが 貯 って い る ガ ラス容器 の壁 にメ ニス カ スが見 えな い(垂 直 に接 して い る)の に気 が つい た こ とが

記 されて いて 、 その 名前 を私 が知 っ た当人 なの です 。 彼 のNo.1号 の中 で の報 文 はliq.CO2の 表 面張 力

に関す るもので 、 ズ シ リと重 い歴史 の流 れ を感 じさせ られ た ことで した。

そ して もう一 つ。 このLeidenComm.のNo.108を くわ し く紹 介 したOxfordのKMendelssohnが

"Th
eQuestforAbsoluteZero"(McGrawHill1966**)の な か でK.O。 は このComm.をexclu-

sivelyにLeiden大 学 で の低温 の研 究 にdevoteし た 。 そ して 、 その ことがLeidenを ま さに低温 の メ ッカ

に育 て上 げた と述 べ てい るので す。 気 を つ けて ペ ー ジ をめ くって い くと、Leiden大 学 で仕 事 を して い

たP.ZeemanやdeVries等 の 名前 は何度 も出 て くるがAmsterdam大 学 のか のvanderWaalsの 寄 稿

はみ つ か らな い。 ど うや ら、Mendelssohnの 指 摘 は 、彼 の独断 と偏 見 だけ では ない ら しいの で あ る。

我 々 が この25年 の間 、阪 大 オ リジナル と称 して意 地 を は って来 た こ とには 、(1)寄稿 は ジュ ニヤ か ら

シニ アまです べ ての研究 者 、そ れ にテ クニ シ ャ ン、 オ ペ レー タは勿 論 、事務 関 係 の人 々な ど、 ど なた に

もお願 い しよ う、 しか し、す べ てexclusiveに 阪大 の 人達 に限 ろ う とにか く身 内の サ ー キ ュラー だ と

い う事 を貫 くこと、 そ して 、(2)話題 も出 来 るだ け身 内か らの ものに限 ろ う とつ とめて きた事 があ げ ら

れ る と思 い ます。

あ ま りに も融通 無碍情 報過 多 の近 年す こ しば か りの意 地 をは って独 自の ものを育 て よ うとい う姿勢 と

い った積 りで した。

よ く阪大 オ リジナ ルの議論 が あ ります が 、 どん なに幼 稚で も、時 には間 違 って いて さ え も良 いか ら、

阪大 の 中で我 々 が思 いつ いた こ と、 や って みた こと をこ こに残 して お こ う、 と い うことが繰 返 し述 べ ら

れ て い る。先 日、 よそに は書 けな い詳細 な技 術 ノー トを充実 しよ うとい う提案 が あ りま した。 大賛 成 で

す。(3)何 か ら何 まで書 きつ くす サ ーキ ュラー とい った構 想 もよいの では な いか。

とこ ろで、私 が 阪大 を定 年 にな った1985年4月 にNo.50号 にな った ので記 念 号 を出 したので す が 、

そ の編 集 を した1984年 秋 には、 これ か らの50年 の間 に超伝 導 のT。は ど こ まで 上 るか 、な どノ ソキ な調

子 で予 想 を募 集 した りして いた のです 。 ナ ソ ト!次 の年 に はhighT。 の嵐 が吹 きあれ たの で した。 た し
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か に我 々は 気づ こ うが気 づ くまいが歴 史 の中 に生 きて い るん だ なと実感 す るこ と切 な もの があ ります 。

No.50号 で は、 当時 院 生 だ った人 も加 えて 若 い人 々 と35人 程 で、 低温 の夢 を語 り合 った ので す が、

今、10年 ひ とむか し経 って読 み直 してみ ると、 お ど ろい た こ とにhighT。 の 出現 を予想 した人 が35人

の 中 に数 人 はい たの です 。勿論 、 何 の根拠 もな くだ った ので すが一 ヒ ョッとす る とシニ ヤや人 々 には

御 遠 慮願 って、若 い 人 だけ で夢 を追 った か らか も知 れ な い。

これ か ら先 の この低 温 だ よ りの毎号 の 中 にズ シ リと重 い記録 が つ ぎつ ぎに刻 まれ てい くこ とを祈 って

筆 をお くこ とに します。

*現 在K
,O.研 究 所 のProf.G.Frossatiに よ れ ば 、 カ タ カ ナ で 書 け ば カ メル リソ ・オ ソ ネ ス が 一 番 近 か

ろ う と の こ と。GHisinfactmuteinhisname.

**絶 対 零 度 へ の 挑 戦K
.メ ソ デ ル ス ゾ ー ソ(大 島 恵 一 訳)ブ ル ー バ ッ ク ス が あ りま す 。 四 つ む か しの

古 い 本 で す が 名 著 で す 。

著者 略歴

長谷田泰一郎

大阪大学基礎工学部教授、昭和60年停年退官。大阪大学名誉教授。

本学在職中、昭和48年 に本誌 「低温セソターだより」を刊行、以後退官まで本誌編集委員長。低温セソ

ター運営委員、運営委員長を歴任。
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